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1.はじめに 

 2015年9月、ニューヨークで開かれた国連総会において、

持続可能な開発目標 （以降 SDGs と称す）が採択され、気

候変動、生物多様性、平和、暴力撤廃、参加と透明性など 17

の目標が掲げられ、全世界がこれに取り組むことになった。

この 17 の目標は、これを達成することにより、「誰一人取り

残さない」公平公正で幸福な社会を築くことを目指してい

る。日本政府も 2016 年 12 月に SDGs 実施指針を定め 1)、

毎年アクションプランを策定し 2)、各省庁が連携して取り組

みつつある。  

 その SDGs の 17 の目標のなかで、12 番目に「持続可能な

消費と生産」（Sustainable  Consumption  and  Produc-

tion ：以降 SCP と称す）が掲げられている 3)。2017 年に開

催された第 25 回環境自治体会議しほろ会議では、「生産地

と消費地の連携による持続可能な地域づくり」をテーマと

したが、 これは地域レベルの SCP（以下、本稿では「ロー

カル SCP」と称する）に取り組むことの必要性を示してい

るといえる 4)。  

 そこで本稿では、ローカル SCP の定義・内容や自治体の

ローカル SCP 施策の現状を整理したうえで、地域レベルの

持続可能な消費と生産の方向性－ローカル SCP 推進の秘

訣－について論じるものとする。  

2.地域レベルの持続可能な消費と生産 

 （ローカルSCP）とは 
 

(1)ローカルSCPの定義 

ローカル SCP について、筆者は以下のように 2 つのタイ

プで定義した 5)。 

【タイプ 1】地域内の生産・流通・消費・廃棄の一連のプロ

セスを持続可能にしていくこと 

【タイプ 2】地域の構成員が（地域を越えて）取り組む生産・

流通・消費・廃棄行動を持続可能にしていくこと 

 この２タイプの定義の模式図を図 1 に示した。 

 

(2)ローカルSCPの意義と効果 

 次に、ローカル SCP の意義や効果について、２つのこと

を指摘したい。 

 まず第１に、地域内の SCP を推進することは、地域の持

続可能性という観点から考えた場合に、生産と消費が地域
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